
空港運営事業

シリーズ第５回

ウランバートル

　三菱商事グループが世界中で取り組む事業とそこで奮闘する社員を紹介するシリーズ。第５回はモンゴル

の首都ウランバートルで 2020 年夏の開業に向け、準備が進められている国際空港民営化プロジェクトにス

ポットを当てる。モンゴル国政府そして日本企業連合が新会社を設立し、それぞれの知見を生かし挑む空港

運営。その中で新会社の立ち上げに尽力する社員の挑戦を取材した。

モンゴルの魅力を世界へ
空港運営から国の発展を支える

　

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
中
心
部
か
ら
南

西
に
約
50
㌔
㍍
、
大
草
原
の
中
に
モ
ン

ゴ
ル
の
玄
関
口
と
な
る
新
空
港
が
完
成

し
た
。
新
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
国
際
空
港
。

現
在
稼
働
中
の
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
国
際

空
港
は
地
形
の
関
係
で
天
候
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、
遅
延
も
頻
発
し
て
い
た

た
め
、
来
夏
か
ら
新
空
港
へ
の
移
転
を

予
定
し
て
い
る
。
新
空
港
は
、
高
ま
る

航
空
需
要
に
対
応
す
る
た
め
円
借
款
に

よ
り
建
設
さ
れ
た
、
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル

２
国
間
協
力
の
象
徴
だ
。
今
年
７
月
、

三
菱
商
事
、
成
田
国
際
空
港
、
日
本
空

港
ビ
ル
デ
ン
グ
、
J
A
L
U
X
の
４
社

が
、
新
空
港
の
15
年
に
わ
た
る
運
営
事

業
権
を
獲
得
、
来
夏
の
開
業
に
向
け
急

ピ
ッ
チ
で
準
備
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

新
空
港
を
運
営
す
る
新
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
国
際
空
港
Ｌ
Ｌ
Ｃ

社
（
Ｎ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ａ
）
の
Ｃ
Ｆ
Ｏ

（
最
高
財
務
責
任
者
）
と
し
て

着
任
し
た
岸
川
。
彼
女
は
三
菱

商
事
に
入
社
以
来
、
イ
ン
ド
の

地
下
鉄
事
業
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

マ
ン
ダ
レ
ー
国
際
空
港
な
ど
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
入
札
・

契
約
交
渉
を
一
貫
し
て
手
が
け

て
き
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し

　
日
蒙
チ
ー
ム
が
挑
む

　
期
待
の
新
空
港
民
営
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

今
、
世
界
の
空
港
で
運
営
を
民
営
化

す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
民
間
活

力
を
注
入
し
て
安
全
・
安
心
・
高
品
質

な
空
港
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
よ
り
多
く

の
エ
ア
ラ
イ
ン
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
促
進
の
大
き
な
原
動

力
に
な
る
か
ら
だ
。
今
回
の
首
都
空
港

移
転
に
あ
た
り
、
モ
ン
ゴ
ル
国
政
府
は

日
本
企
業
連
合
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
迎
え

た
。
Ｎ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ａ
の
社
長
に
就
任
し
た

加
藤
丈
雄
は
「
首
都
空
港
の
運
営
を
国

外
企
業
に
任
せ
る
ケ
ー
ス
は
ま
だ
少
な

く
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
期
待
は
大
き
い
。

そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
魅
力
的
な
空
港
に

す
る
」と
力
を
込
め
る
。

　

岸
川
が
率
い
る
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
部
は
Ｎ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ａ
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
機
能
を
担
う
。
業
務
基
盤
を
い

ち
早
く
整
え
、
開
業
に
向
け
、
人
事
制

度
か
ら
オ
フ
ィ
ス
備
品
、
新
空
港
で
の

ご
み
処
理
方
法
ま
で
、
現
地
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
各
部
署
と
連
携
し
、

各
部
の
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う

会
社
の
制
度
や
基
盤
を
作
る
の
が
私
の

当
面
の
目
標
」
と
岸
川
は
言
う
。

　

現
空
港
か
ら
異
動
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

多
く
は
英
語
を
話
さ
ず
、
日
本
語
と
モ

ン
ゴ
ル
語
が
話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
が
通
訳

を
務
め
る
。
岸
川
に
と
っ
て
初
め
て
の

経
験
ば
か
り
だ
。「
で
も
、
そ
れ
も
ま
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
語
る
表
情
は
明
る
い
。

交
渉
段
階
で
両
国
の
文
化
の
違
い
も
感

じ
て
い
た
と
い
う
岸
川
。
相
手
の
や
り

方
や
文
化
は
尊
重
し
つ
つ
、「
報
連
相
」

に
よ
る
情
報
共
有
な
ど
日
本
の
良
さ
も

広
め
な
が
ら
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く

方
針
だ
。「
社
名
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
を
行
う
な
ど
一
つ
ひ
と
つ
手
探
り

だ
が
、
メ
ン
バ
ー
も
会
社
や
新
空
港
を

良
く
し
た
い
、
と
い
う
思
い
で
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
る
の
が
う
れ
し
い
」　

　

そ
ん
な
岸
川
に
、
加
藤
社
長
も
「
彼

女
に
と
っ
て
も
新
た
な
挑
戦
だ
が
、
交

渉
段
階
か
ら
関
係
者
と
誠
実
に
向
き
合

■
取
材
を
終
え
て

　

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
街
か
ら

高
速
道
路
で
大
草
原
を
１
時
間
。

開
業
準
備
中
の
新
空
港
に
は
ま

だ
航
空
機
や
利
用
客
の
姿
は
な

い
。
こ
こ
に
魂
を
吹
き
込
む
の
が

岸
川
さ
ん
の
役
割
だ
。「
世
界
に

誇
れ
る
空
港
に
し
た
い
」
と
い
う

総
意
の
下
、
メ
ン
バ
ー
と
連
日
ひ

ざ
を
突
き
合
わ
せ
、
環
境
に
配
慮

し
た
ご
み
の
分
別
な
ど
、
ま
だ
同

国
に
な
い
新
し
い
こ
と
を
実
現

す
る
た
め
に
、
活
発
に
意
見
を
交

わ
す
風
景
が
印
象
的
だ
っ
た
。
ま

さ
に
国
境
の
な
い
ワ
ン
チ
ー
ム

が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
と
一
つ
ひ
と
つ
作
り
上
げ
る

　
開
業
に
向
け
た
新
会
社
の
基
盤
整
備

い
進
め
て
く
れ
て
お
り
、
安
心
し
て
任

せ
て
い
る
」
と
厚
い
信
頼
を
寄
せ
る
。

　

開
業
準
備
が
一
段
落
し
た
ら
次
の
目

標
は
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
エ
ア
ラ
イ

ン
誘
致
と
岸
川
は
語
る
。「
モ
ン
ゴ
ル
は

自
然
豊
か
な
国
。
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
も
伸

び
て
い
る
。
世
界
中
か
ら
よ
り
多
く
の

人
が
訪
れ
る
空
港
に
し
た
い
。
空
港
が

に
ぎ
わ
え
ば
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
モ
ン
ゴ

ル
の
魅
力
の
発
信
や
国
の
発
展
、
人
々

の
暮
ら
し
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
」

と
滑
走
路
の
は
る
か
先
を
見
つ
め
た
。

担
当
し
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
入

札
か
ら
契
約
ま
で
３
年
を
か
け
て
モ
ン

ゴ
ル
国
政
府
と
日
本
連
合
間
の
交
渉
を

ま
と
め
上
げ
、
新
会
社
の
運
営
業
務
に

も
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
自
分
が
携
わ
っ
た
案
件
の
運
営
を

や
っ
て
み
た
か
っ
た
。
入
札
か
ら
運
営

ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
連
の
流
れ
が

経
験
で
き
る
の
は
貴
重
。
現
場
で
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
自
分
に
と
っ
て
は
新
た

な
挑
戦
で
責
任
も
あ
る
が
、
現
場
で
一

緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
楽

し
い
」
と
岸
川
は
胸
を
弾
ま
せ
る
。

地形の影響を受けない大平原の中に新空港は誕生する

　社内公募したロゴ案をスタッフと共に選考

来夏開業に向け準備が進む空港施設
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